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市場経済

市場経済は，三つの主要な経済体制の一つである．市場に参加するものが，誰
も価格支配力を持たないとき，その市場は純粋競争市場あるいは完全競争市場
であるという．

I. 経済体制の分類

A. 二面からの分類
1. 調整メカニズムの違い

a. 市場：　分権的意思決定と自由な交換
(1)価格の働きによる需要と供給の調整
(2)人々の好みと生産の可能性を示すシグナルとしての価格

b.計画： 集権的意思決定と指令
c. 因習：　「しきたり」に従う経済活動

2. 生産手段（生産者財）の所有に関する制度の違い
a. 私有制
b.公有制

B. 調整メカニズムと所有制度のさまざまな組み合わせ
1. 自然な組み合わせ

a. 市場と私有制：　資本主義市場経済（自由企業経済）
b.計画（指令）と公有制：　社会主義計画（指令）経済

2. その他の組み合わせ
a. 市場と公有制：　社会主義市場経済
b.計画（指令）と私有制：　資本主義計画（指令）経済

II. さまざまなタイプの市場

A. 純粋競争市場または完全競争市場：　誰も価格支配力を持たない市場
1. 市場が純粋競争となるための条件

a. 集中度が低い
b.製品差別化がない
c. 市場情報が全員に行きわたっている
d.参入障壁がない

2. 「純粋競争」と「自由競争」の違い
a. 純粋競争は実現し難い理想
(1)純粋競争が社会にもたらす利益
(2)法と規制の必要

b.自由競争の害悪
(1)独占化
(2)闘争と市場秩序の破壊
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B. 不完全競争市場
1. 独占市場 monopoly と買手独占市場 monpsony
2. 寡占市場

a. 個々の競争者の意思決定と競争相手の意思決定の依存関係
b.共謀の可能性

3. 独占的競争市場
a. 多数の競争者
b.製品差別化を通じての独占力
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